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１．はじめに 

 
日本国 には 高 3,000m 以上の山 が 23 座あり、長野 はこのうち 15 座を す

る山 である 1。北アルプスの山 地 一 は中部山 国立公園に指定され、ほか

にも南アルプス国立公園、八 中信高原国定公園など多くの山 地 を とする自

然公園がある。これらの山 地 は日本を代表する山 景観を し、全国各地から

者が れる 要地 の一つとなっている。 
山を めとする山 は、国立公園等における代表的な の一つで

あるが、その上で欠かせないのが山小屋施設である。山小屋施設は、国立公園の管理

上は、自然公園 に定める国立公園事業施設の一つである 舎事業として 大 の

可を受け、運営されていることが多い。山小屋施設には民間事業者による運営 2と

自治体など公的機 による運営の場合があり、 山 者に対して 、トイレ、食

事、水、休 場所、物 サービス等を 供するほか、 辺の 山道の 持 修や 、

山 トイレの 持管理、 難者の 助 助なども っていることから、 山 を行

う上で欠かせない施設となっている。これらは主に山小屋施設運営の の中で行わ

れてきたが、近年はとくに、 げ に る リ空 代の高 、建設費の高 による

施設 持の 題、 雨の 等による 山道の の深 化など、山小屋施設の運営

に る 題 3が深 になっている。また、 山 者の 性や 特性にもインバ

ンド 者の や 山 練者以外の 者の などの変化が見られるようになり、

山小屋施設の運営の今後の持続性に 念が生じている。 
そのような中、2020（ 和２）年シーズンは新型 ロ イルス感 による観光

業全 への大きな影響が生じ、 山 においても 山者の 自 や新型 ロ

イルス感 止対 の 底などが呼びかけられ 4、例年と なる状 の中で山小屋

施設の運営が行われた。  
本 ではこれらを踏まえ、2020（ 和２）年の長野 の山小屋施設の運営実 と、

それに対して 開された支 の状 を明らかにし、今後の山 における山

小屋施設の役割について考察することを目的とする。 
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２． の 法 

 
研究の方 は、長野 の自然 全及び 山 に する行 料及び報道 料

等の文献調 を行い、とくに長野 部自然 供の 和２年度長野 山

連 会 料を主な調 対象とした。また、 開された支 について、とくにイン

ターネット上で公開された ラ ドファン ン に する実施情報を 集した。あ

わせて、 ロ における山小屋施設の運営実 について、2020 年７月に八 山

における現地調 、2020 年８月に北アルプス南部地 における現地調 をそれ れ実

施し、 的に現地 者からヒアリン を行なった。 
 

３．2020 シー ンの 内に ける 設の運 実態 
 
 2020（ 和２）年のシーズンは、新型 ロ イルス感 の影響を受けて山小屋

施設は休業や運営方 の大きな変更を行った。新型 ロ イルス感 対 のため、

山小屋施設の営業の自 、営業時期の大 な短 、予 制の導入と 人数の大 な

減、 時のマス 着 底等の実施などの 置がとられた。とくに、 山の自

要 、予 制の導入等により、実際の現場における 山 者の数が例年と著しく

なる状 に低減された。 月以降のゴール ン ー を む時期から休業が続き、

６月以降に に営業を再開するところが出てきた。 
和２年度第２回長野 山 連 会（2020 年 11 月 18 日開 ）では、 ロ

を踏まえた各山 の状 について報 が行われており、その会 料の から山小

屋施設の運営状 および実施された新型 ロ イルス感 対 について 理した。 
まず、山小屋施設の運営状 については、いくつかのまとまった 山 における

状 を抜 して表１に 理した。 要は以下の通りである。 
北アルプス山小屋 交会に する北アルプス南部の上高地エリア 辺の 25 施設

では、2020 年７月 15 日から営業を再開し、山小屋施設 22 施設のうち２施設は休業し

た。山小屋施設はほぼ 全予 制による運営業 となり、定員の 減状 は施設によ

って なるがおおむね 分の１から３分の２ 度となり、全体では 42 だった。

状 は過去５年平 との で、平年の 32.７ となった。テント については 16 施

設が営業、１施設が休業し、 所が予 制となり、テント の 状 は平年の 66
となった。一方で、新型 ロ イルス感 対 を意 した 山 者により、

別 できるテント の 者が した場所や時期もあり、テント の状 につい

て平年 で 113 のところもあった。 山の日帰り客についても 20 施設のうち 14 施

設が減少と報 したが、新型 ロ イルス感 対 で を避ける 向のため、

一部のア スのよいエリアでは したところもあり、３施設が したと報 し

ていた。 
エリア等を む北アルプス北部山小屋組合に する 22 施設では、同じくほ

とんどが 全予 制による運営業 となり、山小屋施設の定員の 減状 はおおむね
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分の１から２分の１ 度となった。 状 は過去５年平 との で、平年の

38.6 となった。テント についても 15 所が予 制となり、テント の 状 は

平年の 58.3 となった。ただし、時期別にみると、山小屋施設の７月 は平年の

16.8 、８月 は平年の 42.9 、９月 は平年の 53.4 、10 月 は平年の 88.7
と違いがみられ、新型 ロ イルス感 対 の観光 要 起の施 と連動した

者の動向変化によって大 に えている時期や場所もあった。とくに 10 月につい

ては、施設によっては 100 を えたところもあった。テント についても同様で、

７月は平年の 27.6 、８月は平年の 64.9 、９月は平年の 80.9 、１０月は平年 134.3
となっており、とくに 10 月は場所により 180 の大 の場所もあった。新型 ロ

イルス感 対 を意 した 山 者により、 別 できるテント の

者が した場所や時期もあったことがみてとれた。 
八 エリアについて八 観光 会に する 33 施設では、 分の１にあたる

８施設が休業した。６月に に営業を再開し、10 月、11 月に例年より早めに小屋

めを行なった。定員の 減状 は施設によって なるが、施設定員との で、おお

むね 分の１から２分の１ 度となった。営業山小屋の稼働 は、 減前の定員に対

してみると多くても 30 度であり、 上前年 についても同様であった。テント

については 11 施設が営業、うち 所が予 制となり、テント の 状 は各施設

で し、とくに予 制を取らなかった場所の伸びが大きかった。 
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次に、山小屋施設において実施された新型 ロ イルス感 対 の 置の

を 理して、表２に した。 
まず、人数の制限や 者の 握に する対 として、 定員の減員、 全予

制の 底、 者連 先の 握と適正 管、入 時の体調問 や 温の実施があった。

次に、施設 における対 （全 ）として、消 の設置や 気の 底、施設 の消

の 底、シーツ（カバー）の交 や使い て対 などがあった。仕切り等の設置に

ついては、受付、食 及び スペースの間仕切りをしている例があった。また、

を減らすための運 変更として、食事（飲料）の 供の 小・休止、 供方 の変

更や時間差 供、使い て 器の使 などがあった。 
えて、来 する 者へ実施 頼する として、マス 着 の 底、消 、

や体温計等の持 、イン ーシーツ（シ ラフ等）の 推 などがあった。さらに、

運営側の対 として、スタッフの毎日の 温、 チ ッ 、作業時のマス や手

の着 等も挙げられた。 
また、これらの新型 ロ イルス感 対 の実施に い、 者減少による

の減少とともに、物 の高 や物 入手困難、 送手段である リ空 代の高 な

どにより、経費の 大が経営に大きな影響を与えている状 が報 されていた。 
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４． 設に対して実 された  

 
2020 年の ロ を受けた長野 の山小屋施設に対する経 的支 5として、行

においては長野 の 正予算による支 、 ラ ドファン ン 型ふるさと

を活 した支 の 集が実施された。また、民間主導でも、 ラ ドファン ン

を した一 者からの支 が実施された。これらの実施された を 理して、

表３に した。 
まず、長野 は、2020 年６月の 正予算において、山小屋 事業として 4500 万

円を計上し、長野 の 150 所の山小屋施設を対象に、「 山道の 持管理や 助

対 等を行う山小屋の公 的機能の 持や感 止 を支 するため、一 30 万円

の支 金を支給 6」することとした。また、あわせて、 ラ ドファン ン 型ふる

さと信州 付金による、ふるさと の活 で山小屋施設を する「信州の山小屋

プロ ト」7を実施することとし、2020 年 7 月１日から８月 31 日まで実施し

た。目 額 1,000 万円としていたところ、支 者数 657 人、金額 1,448 万 8,200 円 8が

集まり、 成 145%となった。これらは長野 観光部山 高原観光 が実施したもの

である。 
次に、民間主導で一 者からの支 を集める で行われた ラ ドファン

ン として、 式会社ヤマップによる「#山小屋支 プロ ト」9と、 式会社山

と 社による「山小屋エイド基金」10の２つがあった。 
式会社ヤマップの「#山小屋支 プロ ト」は、2020 年５月 18 日から６月 30

日に実施され、支 者は 6,475 人、金額は 6,181 万円を集めた。支 を受ける側の

山小屋は全国から 集を行い、68 となった(2020 年 6 月 19 日 集終 ）。支 者に

は、支 する山小屋を「指定する ース」「指定しない ース」の２通りの 方 が
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された。 付の金額やリターン（特典）に じて、シンプル支 （5,000 円）、ス

タンダード支 （10,000 円）、アップ レード支 （30,000 円）、山守り支 （100,000
円）及びパート ー支 （1,000,000 円）の設定がなされ、支 者へのリターンは山小

屋に のない で設定された。総支 回数は 7,131 回（一人の 数回支 を む）

であり、山小屋を「指定する」が 2305 回、1940 万円、「指定しない」が 4,826 回、4,241
万円だった。 えて 業からの支 が 100 万円あり、支 金の総額が 6,281 万円

となった。支 する山小屋を「指定しない」支 金（4,341 万円）は、 山小屋 68
に 等分配され、山小屋１ あたりの分配額は 63 万 8,383 円となった。これらの支

金の詳細は 明性の のため報 料にまとめて公開されていた 11。また、 ラ

ドファン ン サービスへ支払う手数料及び振込手数料等は 式会社ヤマップが

した（819 万 3,464 円）。 
式会社山と 社の「山小屋エイド基金」は、2020 年５月 18 日から８月 13 日ま

で実施され、支 者は 9,442 人、金額は 9,687 万 1982 円を集めた。分配先となる 同

山小屋は 集により 100 となり、 に 同するが分配は受け取らない山小屋が 32
だった。 付の金額の設定は、リターン（特典）との組み合わせにより「気 に

ース」「思いっきり ース」などの 数の ースが設けられ、3,000 円、5,000 
円、10,000 円、50,000 円、100,000 円、500,000 円、1,000,000 円となっていた。 経

費を差し引いた分配可能金は 8,938 万 4,500 円となり、 同山小屋 100 に対して一

あたり 89 万 3,845 円となった。 付金総額から差し引かれた 経費は、オリ ル

ステッカー及びブッ レット等のリターン製作費、送料、 ラ ドファン ン サ

ービス における決 代行会社手数料が 748 万 7,482 円となっていた。これらの結

果詳細は同様に報 料が公開されていた 12。 
これらの ラ ドファン ン の実施においては当初目 金額が設定されてい

るが、長野 は目 額 1,000 万円に対して 成 145%、 式会社ヤマップは目 額 
200 万円に対して 成 3,091%、 式会社山と 社は目 額 300 万円に対して 成

3,229%であり、いずれにおいても、目 額を大きく える高い 成 となっていた。 
 
５． に ける 設の の え  

 

前章「 .山小屋施設に対して実施された支 」で べた支 方 の や目的で

れられている からは、山 の 持において山小屋施設が う役割につい

てどのように えられているか、その位置付けや今後期待されていることを い知る

ことができる。これらの を表 にまとめた。 
長野 の ラ ドファン ン 型ふるさと では、 山道の 持管理として 山

道の 修、 んだ の修 などを っていること、衛生 の 持として放 された

ゴミの 理、し 理などを っていること、さらに安全管理として 急避難の受け

入れ、 助の 助活動を っていることに言及していた。 式会社ヤマップの ラ

ドファン ン では、山小屋には主に３つの役割があるとし、 山者が ・休  
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する場所としての役割、 難 助にあたる役割、 山道を 持・管理する役割を挙げ 
ていた。 式会社山と 社の ラ ドファン ン では、 山者の 場所の

供、 山道の 守やトイレの 、非常時の避難場所に れられていた。 
一方で、一 的な 山 者から見て山小屋施設が 供している最も基本的な

は、 山者の ・休 する場所の 供であり、営業小屋の場合は一 あたりの料金

を支払うことで 者は 場所、食事、トイレ等のサービスを得られるようになっ

ている。 者以外の外来 者にとっても、 料チップ制などによるトイレの 、

小屋 辺での休 場所、昼食などの 食、水や飲料、 ッズ などを む物 サー

ビスの 供が行われている。また、一 的に 高の高い山 地 では携 電話等の通

信 の が困難なケースが多いが、山小屋 辺においては携 電話の使 や Wi-
Fi 等の通信 が 可能な場合がある。山小屋施設の ー ペー 等を通じた情報

発信により、現地の天 や 山道の状 、高山 物の開花状 、 などを む野生動

物に する情報などを 山 者が入手していることも多い。 
このように、山小屋施設の存在によって 山 者が得られる は、 者が

々に支払う対 に基づくサービス 供として えられるもの、 々の対 と 結は

しないが 便性を向上させていると 識されているもの、さらにそれ以外に 山道の

持管理、衛生 の 持、安全管理などに る公 的な意義のあるものがあるとい

える。 
 

６．  
 

今年の 2020（ 和２）年の山小屋施設の運営実 については、 定員の大 な減

員や 全予 制の実施により 状 が平年の３ 割 度など低い水準となってお
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り、 山 者側の自 も って、例年のような 山には行くことができなかった

者が多かったと考えられる。このことは、これまでのような 山を しむという山

の が にできなくなるという 機感を 大させたと考えられる。 
一方で、山小屋施設の運営状 については、 者の大 な減少による の減少

に えて、新型 ロ イルス感 対 のために必要な物 や人員などの経費が

大したことにより、これまで以上に存続の上での 題が深 化していると受け止めら

れていると考えられる。 
こうした状 を受けて、山小屋施設に対しては、行 による支 として長野 の

正予算による支 、また民間主導による ラ ドファン ン を活 した支 がい

ち早く実施されていた。山小屋施設がただの ・休 施設ではなく、 山道の 持

管理や 助対 なども っている点を公 的機能としてその 要性を位置付けている

ことが特徴的であると考えられる。とくに、民間主導の ラ ドファン ン にお

いては、 式会社ヤマップと 式会社山と 社による２つの支 が実施されたが、

いずれも当初目 金額を大きく える 成 となっていた。行 予算による対 より

も大きな金額となっており、短期間で多くの支 者からの を得ることに成 して

おり、高い 心が せられたと考えられる。 ラ ドファン ン では、支 者か

らの メントを受け付ける機能があるが、その を見ると、前 のように今年は例

年のような 山ができない 者から せられた意見として、せめて 付への に

より何らか山小屋施設の存続の支 に 与したいという が多く見られ、山

の継続性への 機感から、こうした前例のない支 の新しい が成立したと考

えられる。 
これらの前例のない支 が成立した背景には、前 のように、山小屋施設について、

通常の 業とは なり、 山道の 持管理や衛生 の 持、 助対 などの安全

管理の面からも欠かせない役割を っていることが、 要と えられているためと考

えられる。山小屋施設の最も基本的な役割は、「５. 支 における山小屋施設の役割

の え方」でも べたように、 山者の ・休 する場所の 供であり、実際の

山 者から見た の場面を考えると、 費 や 別の 入等の対 を払って得

られる として、 場所の 供、食事の 供、水や飲料の 供、その 物 サー

ビスの 供などが挙げられる。しかし、山小屋施設があることで 者が 受できる

のうち、とくに今回の ロ という特 な状 を踏まえて ラ ドファン

ン 等で えかけられた は、 山道の 持管理や衛生 の 持、安全管理など

の役割に 点が置かれており、とくに山 の 持において不可欠かつ公 的

な意義の強いものと考えることができる。 
 一方で、これらの山小屋施設の する公 的な意義の強い役割は、これまでその位

置付けが明 にされてこなかった部分でもある。今後の持続的な山 の の

持を考えていく上では、民間事業者がサービス 供として行う部分と、山 の

上の 要性から公 的な意義が められる部分とに分けて え、 供する や必

要な費 のあり方についての が められると考えられる。具体的には、 山

道の 持管理、山 トイレの 持管理などによる衛生 の 、安全管理上の必要
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性が高い 急時の対 、などが 対象になると考えられる。とくに、公 的な意義

の強い に対しては、行 による支 の 大も しうることが期待されるだろう。 
また、山 の や管理には、管理権限が多 にわたる背景を踏まえて多くの

行 機 が わっているが、一 にすべてを行 予算による公的 ができる状 で

はないことも踏まえ、 山 者などが支払う料金によって自然 全や 上の

管理費 の一部を う 者 の導入についても今後 していく必要があると考

えられる。すでに部分的には、チップ制によるトイレ 料金の徴 や、上高地など

で実施されているマイカー規制に うシャトルバス乗車料金などの支払いが生じてい

るケースもあるが、平地とは なる特 性、 性を する高山 の山 を 全

しながら する上で必要な費 と管理をどのように持続的に するのか、改めて

考えていくことが必要である。 
さらに、 者の 性や 特性が多様化し、ここ数年のインバ ンドの 大 向、

山 者の中でのマ ーやルール等の 識状 の変化にも対 が必要となっている

側面も 要である。これらについては 者側の 画意識も 要になることから、今

後 山 者の意向調 や、 のルールの明 化と情報発信、 上の ーニン

等の考え方も せて 題になると考えられる。 
これまで 山 に する 題は様々に出てきていたが、今回の ロ による社

会全体や観光 の大きな変化を受けて、一連の 題が大きく 在化したと えるこ

とができるだろう。これを一つの 機として、今後の持続的な山 のあり方

を総合的に していくことが められる。 
 

 
本研究にご 力をいただいた長野 部自然 、北アルプス山小屋 交会、

省中部山 国立公園管理事務所、またお話を聞かせていただいた山小屋施設の現

地 者のみなさまに く 礼 し上げます。 
 

 
1 高 3,000m 以上の 23 座は国土地理院による数字であり長野 ではこの数字を使 している。 

考）長野 ,「信州山の日」の制定について（2020 年 8 月 7 日更新） 

https://www.pref.nagano.lg.jp/rinsei/yamanohi.html, （2021 年 1 月 18 日 ） 
2 本 では主に、料金を支払って 、食事等の対 サービスを得られる民間事業者による営業

小屋を対象として論じる。山小屋施設の中には、対 サービスのない避難小屋等もある。長野

のとくに北アルプス地 、八 地 などは民間事業者による営業小屋が多くあり、首都

を む広い範囲から 山 者が れる。 
3  たとえば、ヤマップ実施の ラ ドファン ン サイトにおける北アルプス 平山 によ

る記  https://readyfor.jp/projects/yamagoya  2020 年 12 月 18 日  
4 信越自然 事務所報道発表 料（2020 年 6 月 26 日）「中部山 国立公園における 山につい

て（新型 ロ イルス感 ）」http://chubu.env.go.jp/shinetsu/pre_2020/post_119.html   
2020 年 12 月 18 日  

5 このほか、新型 ロ イルス感 対 で実施された 業（山小屋に限らず テル・旅

等を 広く対象とする）を営む事業者に対する支 等にあてはまる場合は支給対象となる
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場合があった。本 では、対象を山小屋施設に特化して実施された支 を取り上げた。 
6 長野 , 和２年度６月 正予算 の 要（2020 年 6 月 15 日）

https://www.pref.nagano.lg.jp/zaisei/yosan/hosei/r0206.html  2020 年 6 月 18 日更新, 2020 年 11 月

27 日  
7 ふるさと サービスのプラットフ ー 「ふるさとチ イス」を  
8 和２年度第２回山 連 会 料（2020 年 11 月 18 日開 ）での数字による。 
9 ラ ドファン ン サービスのプラットフ ー 「Ready for」を 。 
【新型 ロ 】#山小屋支 プロ ト https://readyfor.jp/projects/yamagoya , 2020 年 12 月 18
日  

10 ラ ドファン ン サービスのプラットフ ー 「MOTION GALLERY」を 。 
  山者の安全と安心を 供する山小屋を、みんなで しよう！「山小屋エイド基金」 
  https://motion-gallery.net/projects/yamagoya-aid , 2020 年 12 月 18 日  
11 ヤマップ 山小屋支 プロ トのご報 https://note.yamap.com/n/nedad359c2e07 に掲載さ

れている報 料  https://docs.google.com/spreadsheets/d/1-
9o1ldse4cs8SspyiOdCbKP8Q9pTbTaglVxZBIcFRBk/edit#gid=26486474 2020 年 12 月 18 日  

12 山と 社「山小屋エイド基金」, レ ターの皆様へ：分配金 定のご報 と特別編集記事

「山と山小屋」送付のお知らせ（2020 年 12 月 18 日 ） 
https://motion-gallery.net/projects/yamagoya-aid/updates/33161 
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